
 ハードディスクに存在するすべてのフォルダとファイルを対象としています。
 指定したフォルダ内のファイルやサブフォルダのインデックスを新規シートに出力させることができま
す。

 様々な種類の拡張子を指定することができます。
①「ActiveDataワークブックコマンド」
グループ内の「インポート」から「ファイ
ルとフォルダの一覧」をクリックします。

「インポート＿ファイルとフォルダの一覧」機能について「インポート＿ファイルとフォルダの一覧」機能について
Ⅸ．インポート－ファイルとフォルダの一覧

②「ファイルとフォルダのリスト作成」
ダイアログボックスが開きます。



「インポート」
【ファイルとフォルダの一覧】機能説明

「インポート」
【ファイルとフォルダの一覧】機能説明

検索するハードディスク上のフォルダパスを入力するか、「参照」
ボタンをクリックしてフォルダパスを選択してください。

次のようなオプションがあります。
・フォルダ名のみ
検索結果シートにフォルダ情報のみ表示されます。ただし、要目形式オプションにチェックが付されている場合、無効
化状態となり利用できません。
・サブフォルダを含む
「OK」ボタンをクリックすると指定したフォルダ内のファイルだけでなく、指定フォルダに存在するサブフォルダも検索対
象となります。再帰的なフォルダ検索と呼ばれることもあります。
・要目形式
検索結果シートには、ファイル単位でフォルダパスが表示(表形式)されます。フォルダに複数のファイルが保存されて
いる場合、すべてのファイルに対してフォルダパスが表示されます。
一方、チェックを付さない場合は、フォルダ単位でフォルダパスが表示されます。フォルダに複数のファイルが保存され
ている場合、フォルダパスが1行のみ表示(アウトライン形式)されます。ただし、要目形式オプションにチェックが付され
ている場合、本機能はグレーアウトし、無効化状態となります。

選択したフォルダは、「特別なフォルダ」を
除き「パス」欄に自動表示されます。
また、特定のフォルダを指定したい場合は、
「特別なフォルダ」を選択し、「③ パス」
にフォルダパスを入力、若しくは「② 参照」
より指定してください。

ワイルドカードを使用することにより特定のパターン
に一致するファイルのみを検索し、抽出することが
できます。
【入力例】
すべてのファイルを対象とする場合： *.*
Excelファイルのみを対象とする場合： *.xls*
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出力された「ファイルとフォルダの一覧」出力された「ファイルとフォルダの一覧」
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「要目形式」にチェックを付した場合「要目形式」にチェックを付した場合

「要目形式」にチェックを付さない場合「要目形式」にチェックを付さない場合

[User Name]

[User Name]

フォルダ単位でフォルダパスが表示されます。(アウトライン形式)
フォルダパスにはハイパーリンクが自動的に設定されます。

[User Name]
[User Name]
[User Name]

ファイル単位でフォルダパスが表示されます。(表形式)
フォルダパスにはハイパーリンクは設定されません。
また、サブフォルダ内にファイルが存在しないため、
サブフォルダのファイルパスは表示されません。


